
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
高
橋
市
長
就
任
後
は

規
律
あ
る
財
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
改
善
さ
れ

て
い
る
。
２
期
目
の
公
約
の
「
市
民
１
人
当
た
り
の

借
金
を
１
万
円
減
ら
し
、
貯
金
を
１
万
円
増
額
」
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

借
金
（
市
債
）
は
、
平
成
31
年
度
末
ま
で
に
８

億
円
減
少
さ
せ
１
９
５
億
円
、
貯
金
（
財
政
調

整
基
金
）
は
８
億
円
増
額
し
て
、
平
成
31
年
度
末
に

21
億
２
千
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
平
成

21

28
年

度
末
で
市
債
残
高
は
約
４
億
２
８
７
０
万
円
の
減
少
、

財
政
調
整
基
金
残
高
は
約
１
億
８
０
０
０
万
円
の
増

額
見
込
み
。
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佐
々
木
貴
史

善
良
な
市
民
を
巧
妙
な
手
口
で
狙
う
振
り
込
め

詐
欺
を
撲
滅
す
る
と
い
う
強
い
決
意
で
質
問
す

る
。
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
対
策
と
し
て
自
動
通

話
録
音
機
設
置
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
と
実
績
、
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

東
京
都
無
償
貸
与
分
と
市
購
入
分
を
含
め
、
平

成
27
年
度
か
ら
貸
与
を
開
始
し
て
お
り
、
現
在

ま
で
に
１
８
０
台
を
市
民
の
皆
様
へ
貸
与
。
今
年
度

も
１
０
０
台
を
購
入
、
７
月
か
ら
貸
与
を
始
め
る
予

定
。
自
動
通
話
録
音
機
設
置
世
帯
か
ら
被
害
は
発
生

し
て
お
ら
ず
、
効
果
は
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て

市
民
要
望
の
実
現
に
向
け
て

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
狛
江
の

子
供
た
ち
の
チ
ー
ム
が
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
コ
ン
テ

ス
ト
で
優
勝
し
香
港
で
の
世
界
大
会
に
出
場
さ
れ
る
。

世
界
で
活
躍
す
る
子
供
た
ち
の
頑
張
り
に
市
と
し
て

何
か
応
援
で
き
な
い
か
を
伺
う
。

子
供
た
ち
が
世
界
で
活
躍
で
き
る
環
境
と
し
て

「
狛
江
市
立
学
校
部
活
動
等
大
会
参
加
補
助
金

交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
、
考
え
て
い
く
。
今
後
、
財

政
課
と
調
整
の
上
、
世
界
大
会
出
場
に
向
け
た
条
件

整
備
を
検
討
す
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
平
成
28
年
第
四
回
定

例
会
で
「
18
歳
選
挙
権
へ
の
対
策
に
つ
い
て
」
及
び

平
成
29
年
第
一
回
定
例
会
で
「
特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て
」
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
18
歳
選
挙
権
へ
の
対
策
に
つ
い
て
」
は
、
若
者
の

政
治
離
れ
が
問
題
と
さ
れ
、
20
歳
代
の
投
票
率
が
伸

び
悩
む
中
で
、
新
た
に
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
る
若
い

世
代
に
、
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
主
権
者

と
し
て
の
意
識
を
高
め
、
よ
り
多
く
の
若
者
に
一
票

の
重
み
を
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
調
査
研
究
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

文
京
区
立
本
郷
小
学
校
で
の
現
地
調
査
、
学
生
団

体
ｉ
ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
（
ア
イ
・
ヴ
ォ
ー
ト
）
と
の
意
見
交

換
、
狛
江
高
校
生
徒
会
と
の
意
見
交
換
、
狛
江
高
校

で
の
選
挙
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
今
後

も
狛
江
高
校
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

議
会
が
有
機
的
に
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
提
言
し
ま
し
た
。

「
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
」
は
、
狛
江
市
で
は
他

の
自
治
体
よ
り
早
く
特
別
支
援
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
て
、
特
に
特
別
支
援
教
室
（
小
学
校
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
モ
デ
ル
事
業
を
経
て
平
成

27
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
小
学
校
２
校
に
１
校
の
拠
点
校
を
設

置
し
、
児
童
が
拠
点
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
、
拠
点
校
教
員
が
巡
回
指
導
校
に
出
向
き
指

導
す
る
狛
江
市
モ
デ
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

児
童
の
移
動
時
間
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
保
護
者

の
負
担
や
在
籍
学
級
で
の
授
業
速
度
の
心
配
が
軽
減

さ
れ
、
通
級
利
用
児
童
数
も
年
々
増
加
し
、
今
年
度

は
中
学
校
特
別
支
援
教
室
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
教
育
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
現
状
把
握
と
問
題
解
決
に

向
け
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

狛
江
市
に
あ
る
６
校
の
小
学
校
の
特
別
支
援
教
室

に
現
地
視
察
を
行
い
、
校
長
先
生
や
担
当
の
先
生
と

の
意
見
交
換
や
特
別
支
援
教
室
を
利
用
し
て
い
る
保

護
者
の
会
と
も
意
見
交
換
を
し
、
さ
ら
に
、
言
語
聴

覚
士
の
中
川
信
子
先
生
を
参
考
人
と
し
て
招
き
、
狛

江
市
の
特
別
支
援
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
常
任
委
員
会
で
は
平
成
29
年
第
一
回
定
例
会

で
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
及
び

「
子
供
の
貧
困
対
策
と
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
」

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
は
、
全
て

の
高
齢
者
が
、
そ
の
人
ら
し
く
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
支
援
を
必
要
と
す
る
対
象
者
を
減
少
さ

せ
る
た
め
の
予
防
と
早
期
対
応
が
で
き
る
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
な

ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上
で
、

充
実
さ
せ
た
い
こ
と
や
市
民
の
要
望
な
ど
施
策
と
し

て
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

提
言
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
先
進
市
で
あ
る
千

葉
県
柏
市
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
狛
江
市
内
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の「
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
」

と
、
狛
江
市
内
で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
「
こ
ま
ほ
っ

と
シ
ル
バ
ー
相
談
室
狛
江
団
地
」
を
訪
問
し
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

「
子
供
の
貧
困
対
策
と
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
」

は
、
子
供
の
貧
困
問
題
が
年
々
深
刻
に
な
り
、
貧
困

と
格
差
が
一
層
拡
大
し
て
い
る
中
、
親
の
失
業
や
低

収
入
な
ど
家
庭
状
況
の
悪
化
で
、
親
、
子
、
孫
と
世

代
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
状
態
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
「
貧
困
の
連
鎖
」
が
よ
り
深
刻
と
な
っ
て

お
り
、
早
急
に
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
共
働
き
の
家
庭
で
、
夜

遅
く
ま
で
１
人
で
過
ご
す
子
供
た
ち
が
、
食
事
や
学

習
、
団
ら
ん
な
ど
を
通
し
て
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
「
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
身
近
に
運
営
し
て
い
る
子
ど
も
食

堂
な
ど
を
視
察
し
な
が
ら
、「
子
供
の
貧
困
対
策
」

「
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
」
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、

市
政
の
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ

と
に
つ
い
て
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。
提
言
を
ま
と

め
る
に
当
た
り
、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
本
部
」
を
設

置
し
「
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
実
態
調
査
」、「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
本
格
的
に

進
め
て
い
る
足
立
区
へ
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
環
境
常
任
委
員
会
で
は
平
成
29
年
第
一
回
定

例
会
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
（
地

球
温
暖
化
対
策
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
、
環
境
対
策
）」
報
告

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

国
、
東
京
都
の
自
転
車
利
用
促
進
事
業
が
推
進
さ

れ
る
中
で
、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
狛
江
」
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
低
炭
素
社
会
実
現
へ
の
対
策
の

観
点
か
ら
、
市
民
の
利
便
性
、
交
通
の
利
便
性
等
を

踏
ま
え
、
狛
江
市
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
の
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

提
言
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
千
代
田
区
の
「
ち

よ
く
る
」、
福
生
市
の
「
た
っ
け
ー
☆
☆
サ
イ
ク
ル
」、

世
田
谷
区
の
「
が
や
リ
ン
」（
共
同
事
業
者
で
あ
る
株

式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ス
キ
ュ
ー
ブ
も
同
席
）
を
視
察
し

ま
し
た
。

狛
江
市
の
現
状
の
課
題
は
三
点
あ
り
、
一
つ
目
は

平
成
28
年
度
都
内
交
通
事
故
件
数
出
現
率
を
比
較
し
、

道
路
上
で
の
歩
行
者
と
自
転
車
等
と
の
接
触
事
故
が

微
増
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
自
転
車
に
関
す
る

総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
今
後
、
狛
江
市
自
転
車
総
合
計
画
（
仮
）
の

策
定
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
の
意
味
を
含
め
、

市
民
意
識
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
狛
江
市
の
通
勤
・
通
学
、
商
業
地
域
へ

の
公
共
交
通
機
関
は
南
北
を
結
ぶ
交
通
手
段
が
少
な

く
不
便
で
あ
る
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、
環
境
施
策
Ｃ
Ｏ
2
排
出
削
減
施
策
に

お
い
て
、
現
状
市
民
一
人
ひ
と
り
が
実
感
で
き
る
も

の
が
少
な
く
、
積
極
的
な
参
加
や
意
識
醸
成
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
状
の
課
題
を
踏
ま
え
、
狛
江
市
に
二
つ
の
提
言

を
行
い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
導
入
の
有
効
性
の
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
。

二
つ
目
は
国
や
都
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策

定
を
視
野
に
入
れ
た
、
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
。

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
議
会
の
活

動
」
に
報
告
書
の
全
文
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※１…川や水路を流れる水の力を利用する小規模な水力発電。
※２…親が子供の前で配偶者等に暴力を振るうこと。
※３…発達障がいの夫または妻と気持ちの共感が得られないために生じる身体

的・精神的症状。
※４…問題等の悩みを抱えた人 が々当事者同士の自発的なつながりで結びついた集団。
※５…排他的経済水域。
※６…太陽光により舗装面が50度以上になり、子供やペット等が影響を受ける

こと（照り返し）。
※７…不特定多数の人が通常インターネット経由で他の人々や組織に財源の提供

や協力などを行うこと。
※８…大規模災害発生時に、他自治体や民間団体等からの人的・物的支援を円滑

に受け入れるための計画。
※９…人工呼吸器をつけているなど日常生活を営むために医療的ケアを必要とす

る子供のこと。

※１０…医療的ケアを受けている重い障がいのある子供を自宅で介護する家族が、
ひとときの休息を取れるようサポートする事業。

※１１…生活を維持するために必要な行為を行う意欲を喪失し、自己の健康・安全
を損なうこと。

※１２…視覚障がい者が公共施設などを安全に移動できるよう点字等を設置した案内板。
※１３…腹部などに排泄のための人口肛門等を造設した人。
※１４…保護者や関係機関に対する学校の窓口として、また、学校内関係者や福祉、

医療等の関係機関との連絡調整の役割を担う人。
※１５…国立長寿医療研究センターが認知症予防を目的に開発したプログラム。
※１６…プランターで作成した小型生ごみ処理容器で、太陽光と土の中の微生物の

力で生ごみを分解する。
※１７…非常用飲料水などを入れた収納棚。
※１８…業者選定を行う際、実績や体制などを含めた提案で判断する方式。
※１９…新生児の先天的な病気の早期発見を目的とした検査。

用語解説

総
務
文
教
常
任
委
員
会

社
会
常
任
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会


